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今回は、今まで私がアイルラン
ドで暮らしてきて感じたこと、思っ
たこと、気が付いたことを思いつ
くままに紹介します。

●自然が豊富。とにかく緑。町か
ら車で数分走ったら、羊と牛し
かいない。

●天気が悪い。毎日必ず一回は
雨が降るし寒い。快晴は本当に
まれ。天気予報でさえ、「Dry（雨
が少ない）」か「Wet（雨が多
い）」の二通りしかない。私の住
むゴールウェイは、風が強くて傘
はすぐ壊れるので、フード付きの
レインコートが必需品。

●みんな人懐っこい。バス停で
知らないおばあさんから、昨夜
のドラマについて話しかけられ
たりすることもしょっちゅう。

●家族の距離が本当に近い。
車で片道2時間程度なら、毎
週末実家に帰る。毎日電話を
かける家族もざらで、親戚の集
まりも多い。私は「親とは年に
数回しか電話しない」と言った
ら、ジョークと受け取られた。

●おしゃべり大好き。集団のまと

まりはいいけど、単独行動や
決断は…。勤務先でもなぜか
みんな、私に最終判断を聞く。

●お酒（ビール）が好き。毎回意
識不明になるまで飲んで後悔
するくせに、またパブに行く。給
料（週払い）の大半をそこで使
う人も。でも不思議と喧嘩は
起こらない。

●大人子ども問わずチョコレート
には目がない! チョコレートの詰
め合わせなんて一日でなくなる。

●時間にルーズ。ゆったりペー
ス。「ちょっと待ってね」は1、2
時間。「2、3日で届きます」は
1、2週間。注文したものが間
違って届いたり、1年後に手紙
が届いたこともある。再配達は
有料なのに不確かなので、自
分で取りに行くほうが確実。運
転免許証を申請した時は、住
所も資格も間違って届いた。
文句を言いに行ったら「忙し
かったからね。」の一言。

●店が夕方5時半には閉まるし、
日曜は大体休み。平日仕事し
ている人たちで、土曜日のスー
パーはものすごい行列。

●食育はない？ ビタミンやミネラ
ルの話をしたら、歯科医院の

アイルランドに
行きたくて行きたくて（後編）

同僚でさえぴんとこない表情。
●医療システムが極端。どんな

症状でも自分のかかりつけ医
にまず見てもらわないと専門
医に診てもらえない。インフル
エンザで診てもらった時、「水を
大量に飲んでよく寝てね」と、
処方箋すらもらえなかったのに
約5,000円。専門医に診ても
らうような症状でも、1年待ちな
んていうのもざらにある。

…なんだ、アイルランドに不満
ばっかりじゃない？ とお思いかも
しれません…。もちろん、日本に
比べたら不便なことだらけだし、
海外に住むなんてテレビのように
簡単・かっこよくはいかない。桜
の時期になると日本が恋しくなる
し、鬱にもなる。でも、日本に比べ
て長期休暇が取りやすいので、
いろんな経験がしてみたい私に
とっては、いい環境なのかもしれ
ない（毎年1，2回は日本に帰っ
て家族とゆっくり2週間過ごせる
し、他にも色々な国に旅行に行
ける）。なにより、アイルランド人
のステキなパートナーに出会った
のも運命!? なんて思って、今日
までしぶとくこの寒い国で過ごし
ています。

（文・写真：前田真貴さん）

築300年の
郊外の家

屋外で急に産気づいた
牛の出産！
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自然に囲まれ、今日も雨。

「うーん…」なこと。

集まるのが大好きな
ゆったりpeople。

武線・久地駅近くにあるビール
醸造所「ブリマー・ブルーイング」

（醸造責任者はアメリカ・カリフォルニ
ア州出身のスコット・ブリマーさん、奥
様は社長で地元出身の小黒佳子さ
ん）を訪問しました。

ブリマーさんは、カリフォルニア州立
大学（UC）デイビス校で醸造学（zy-
murgy）のコースを受けながら、地元の
醸造所で働いていました。佳子さんと
結婚後もカリフォルニアに住んでいまし
たが、佳子さんの家族と暮らすことに
なって2006年に来日。5年ほど御殿場
の醸造所で経験を積んだ後、2011年
から高津でクラフト・ビール造りを始め、
今では地域にもすっかり溶け込んで
いるようです。

日本人の好みをどうやって調べた
のですか？

御殿場で仕事をしている間、各地
のビア・フェスタやイベントで色々な

南

Scott Brimmer
クラフトビール・ブルー・マスター ブリマー・ブルーイング社

スコット・ブリマーさん

外国人インタビュー 日本で活躍する外国人を紹介3

アメリカ出身
カリフォルニアから川崎市高津区へ、品質と個性にこだわるビール造り

ビールを飲んでみたり、好みについて
意見を聞いたりしました。自分がいいと
思うビールは日本人にも好まれると感
じました。個性的なクラフトビールに人
気が出始めている今、日本で新しいス
タイルのビールを造ることにやりがいを
感じます。

クラフトビール作りに対する
こだわりは？

ここでしか手に入らない、高品質で

新鮮なビールと、各季節の雰囲気に
マッチする季節限定のビールですね。
個人醸造のビールはよく「地ビール

（Local beer）」と呼ばれますが、私た
ちは「手作りの品質と個性」を意味す
るCraft beer（クラフトビール）を作って
いるという自負があります。

地元の人達との交流は？
地元の色 な々イベントに参加してい

ます。夏の高津区民祭では、地元の人
たちと一緒にお神輿を担ぎます。この

醸造所には沢山の人がやって来ます
し、高津区の人たちも応援してくれて
います。

今後の計画を聞かせて下さい。
設備を拡張し、生産量を増やして、

すでに行っている台湾への輸出に加
えて、オーストラリアやイギリスへも輸出
を始める予定です。また、青山の直営
店のように、ブリマーのビールを低価格
で一寸寄って飲んで行けるような、小さ

なスペースの店をフランチャイズ方式
で増やして行きたいです。

ビール造りから設備の維持管理ま
で、一日中醸造場に居るのが楽しくて
しょうがない様子のブリマーさんは、ビー
ル造り一筋のまさに「ブルー・マス
ター」。酒蔵の杜氏のようでした。また、
とても人当りが良いスコット・ブリマーさん
は、経営を支えている奥様と絶妙のコ
ンビです。

（取材・文：編集ボランティア 小島俊彦）

ラベルはカリフォルニアの海岸の松。サーフィンのあと、松の下でビールを飲んだ思い出。
ブリマ－・ブルーイング株式会社：http://www.brimmerbrewing.com

「この先、橋あり。馬車、馬、自転車、
歩行者は通行禁止。」という標識。

醸造設備はドイツから輸入し、点検・維持管理もすべてご自分で。

ご夫婦で仲良く共同経営。
醸造と経営の分業。

お　ぐろ  よし　こ

SIGNAL  かわさき国際交流センターニュース かわさき国際交流センターニュース  SIGNAL4 5


